
増号



rA・8ι チろ 12,

一』中̈一一一̈
櫛̈
一̈中枷「制御だ椰知は一ュ員二お

・ｔ

輝

旺

　

　

　

　

　

‐

‐
　

」

成
人
式
は

新
た
な
出
発
の
日

ヨ
～ 20歳の決意を新たに

会
場
で
は
、

ク
、

―
ぶ́
―，
の
再
会
に
懐

か
し
む
場
面
や
、
記
念
写
真
を
撮
影

式
が
始
ま
り
ま
し
た

式
典
で
は

パ
７
日
の
日
を
新
た
な

し
て
ほ
し
い
　
」

，■
木
村
教
育
長
の

よ
る

「皆
さ
ん
が
Ｉ
役

と
な
る
二
十

一
世
紀
は

代
を
生
き
抜
く
た
め
、

ヒ
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
そ

の
中
で

「皆
さ
ん
が
幸
せ
に
な
れ
る

方
伴
式
は
苦
労

●
教
養
で
す
¨
苦

い

頃
に
大

い
に
勉
強
を
し
、
汗
を
流
し
、

た
努
力
や
苦
労
を
し
た
ド
積
み
の
経

験
は
必
ず
み
な
さ
ん
に
板
〓

て
き
ま

す
」
こ
れ
か
ら
こ
の
方
程
式
を
実
行

引
き
続
き
祝
賀
会

へ
と
移
り
ま
し
た
」

1平成10年度

Ａ
日
ワ

と
え
に
先
輩
方
の
努
力
が
あ

っ
た

か
ら
だ
と
思

い
ま
す
¨
そ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
』

は
私
た
ち
も

「
ゆ
と
り
と
風
格
の

あ
る
村
づ
く
り
」
、
を
目
指
す
お
手

そ
し
て
暖
か

い
人
情
あ
ふ
れ
る
市

ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
中

し
上
げ
ま
す
¨

本
日
は
、
ほ
ん
ヒ
う
に
あ
り
が

‐392
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二
十
秒
ス
ピ
ー
チ
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル

き
な
拍
手
と
笑

い
声
が
響
き
わ
た
る

り
が
発
揮
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、
参

加
者
は
時
が
た

つ
の
を
忘
れ
、
友
人

と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
乾
杯
の
後
、
二
十
歳

に
ち
な
ん
で
参
加
者
全
員
に
よ
る
二

十
秒
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
参
加
者
た
ち
は

「
久
々
に

市
浦
に
帰

っ
て
き
た
ら
、
ゴ
ミ
の
分

別
収
集
が
始
ま

っ
て
て
驚

い
た
こ

「
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
み
ん
な
に
会

っ

く
り
し
た
ご^

と
ふ
る
さ
と
や
友
人

の
変
わ
り
方
に
驚
く
人
〔」
こ
れ
か
ら

夢のゃ,震g:書繰■
― 郵便局の簡易保険積立融資 一

簡易保険にご加入のみなさまからお預かり
した保険料は、将来の保険金や年金などのお

支払いに備えて積み立てられ、この積み立て
られた資金が「簡保資金」となっています.

簡保資金の多くは、学校や公園などの公共
施設の建設や整備に活用され、まちづ くりの

お手伝いをしてお ります。当村でも、平成 9

年度に合計7,360万 円の融資を受けています。
その内訳は次のとおりとなっています。
◆十三湖高原展望台整備事業 3,860万 円
◆福島城遺跡公園整備事業 3.500万 円

〉

(  :::::i:i言 :

駐車場等の舗装や総

合案内板も設置され、

観光客にも好評な福島

城遺跡公園。



ち
や
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

体
駄
学
習
終
ｆ
後
、
参
■
・
た́
中

年

秦
一を

丁

る

こ

´
二

∵

い
ぅ

て

、

生

な
叩

性

及

び

父

性

の

意

識

を

育

成

す

る

機

焉
一̈̈
一一一一一́」母い』
”則
誕
弾
霙
匁
曜
綽
武義え
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日
に
行
わ
れ
た
事
前
学
習
会
で
赤
ち

ゃ
ん
に
関
す
る
各
種
説
明
を
受
け
、

去
る
五
月
二
十
四
日
に
病
気
の
た

め
亡
く
な
ら
れ
た

工
藤
武
義
さ
ん

（十
三
）
が
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

年

一
月
に
市
浦
村
議
会
議
員

に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
四
期

十
六
年
に
わ
た

っ
て
在
職
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業

経
済
常
任
委
員
長
、
土
木
常

任
委
員
長
等
を
、
ま
た
昭
和

四
十
七
年
か
ら
昭
和
五
十

一

年
ま
で
の
四
年
間
副
議
長
を
歴
任
ざ

れ
、
村
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
今
回
の
受
賞
と
な
り

十
三
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ

相
内
小
学
校
昭
和
十
九
年
度
卒
業
生
同
窓
会

八
月
十
六
日
小
泊
付
雄
乃
湯
温
泉
　
　
　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
小
学
校

で
、
昭
和
十
九
年
度
相
内
小
学
校
卒

　
　
卒
業
以
来
長

い
年
月
を
別
々
に
過
ご

業
生
に
よ
る
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
　

　

し
て
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
杯
を

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
わ
す
う
ち
五
十
三
年
前
に
タ
イ
ム

同
学
年

の
事
業
生
は
五
十
五
名
で
、　
　
ス
リ

ッ
プ
し
た
よ
う
で
、
当
時
の
呼

び
名
で
呼
び
合

い
な
が
ら
昔
話
に
花

が
咲
き
、
恩
師
と
の
再
会
を
楽
し
み
、

会
場
は
遅
く
ま
で
笑

い
声
が
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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産
農
家
の
挑
戦

家
畜
市
場
で
市
浦
牛
が
高
値
を
記
録

七
戸
町
の
県
家
畜
市
場
で
、
七
月

一
日
に
開
か
れ
た
子
牛
市
場
に
お
い

て
山
田
清
作
さ
ん

（磯
松
地
区
）
が

出
品
し
た
雄
子
牛

「春
山
五
」
が
当

日
行
わ
れ
た
競
り
で
最
も
高

い
六
十

三
万
七
千
三
百
円
の
値
段
を
付
け
、

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

青
森
県
で
は
県
産
牛
の
品
質
向
上

争
う
種
雄
牛
と
評
価
さ
れ

て

い
る

「
雪
国
」
を
黒
毛
和
種
で
は
初
め
て

県
の
基
幹
種
雄
牛
に
指
定
し
て
お
り

こ
の

「
春
山
五
」
は
初
め
て
市
場
に

出
さ
れ
た

「
雪
国
」
の
子
と

い
う
こ

と
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
浦
村
で
は
、
近
年
人
工
授
精
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ

て
肉
質
の
向
上
に
努
め
、
さ
ら
に
毎

年
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

「
子
牛
品
評

会
」
等
に
よ

っ
て
飼
育
技
術
の
向
上

も
図

っ
て
き
ま
し
た
．
畜
産
関
係
者

は

「
こ
れ
ま
で
の
各
農
家
に
よ
る
取

通
安
全
は
電
日
の
積
み
重
ね

各
団
体
に
よ
る
交
通
安
全
運
動

こ
の
度
、
十
三
小
学
校
四
年
生
に
　

　

に
よ
る
街
頭
指
導
が
、
仕
事
帰
り
の

よ
る
交
通
安
全
街
頭
指
導
、
金
木
地
　

　

時
間
に
合
わ
せ
て
午
後
五
時
か
ら
午

区
交
通
安
全
協
会
に
よ
る

「第
十
六
　

　

後
六
時
ま
で
の
間
、
同
校
前
で
行
わ

回
リ
レ
ー
式
青
空
交
通
安
全
大
会
」
　

　

れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
活
動
は
、
長
尾
南
さ
ん

（小

七
月
十
四
日
、
十
三
小
学
校
児
童

　

　

四
）
が
発
起
人
と
な

っ
て
行
わ
れ
た

り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
も
の
だ
と
思

産
農
家
の
さ
ら
な
る
技
術
向
上
を
め

ざ
し
て
い
き
た

い
ピ

と
語

っ
て
い

市
浦
牛
の
さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ

挑
戦
は
続
き
ま
す
。

も
の
で
、
社
会
科
の
授
業
で
学
ん
だ

「交
通
事
故
か
ら
く
ら
し
を
守
る
」

に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
全
員
が
賛

同
し
て
今
回
の
街
頭
指
導
と
な
り
ま

児
童
た
ち
は
、
仕
事
帰
り
で
家
路

を
急
ぐ
ド
ラ
イ
バ
ー

ヘ

「
お
仕
事
ご

苦
労
様
で
す
。
交
通
安
全
に
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
な

が
ら
、
手
作
り
の
チ
ラ
シ
と
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
を
渡
し
て
交
通
安
全
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。
中
に
は

「時
間
が
な

い
か
ら
」
と
の
理
由
で
街
頭
指
導
を

断
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
、
当
日
街
頭
指
導
の
協

（金
木
警
察
署
十
三
駐
在
所
一
が
話

し
た

「ど
ん
な
と
き
も
ゆ
と
り
を
持

っ
た
運
転
を

‘し、
が
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
よ
。
」
と

の
言
葉
を
噛
み
締

一
方
、
金
木
警
察
署
管
内
の
二

町
二
村
を
交
通
安
全
リ
レ
ー
旗
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ

っ
て
、
交
通

安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た

「第
十
六
回
リ
レ
ー
式
青

空
交
通
安
全
大
会
」
は
七
月
二
十

一
日
に
役
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
夏
の
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
リ
レ

大
会
で
は
六
月
末
現
在
で
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
六
千
七
百
四
十
九
日

の
記
録
を
も

つ
小
泊
村
よ

リ
リ
レ
ー
旗
が
引
き
継
が

れ
、
高
松
村
長
が

「
春

夏
　
秋
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
る
交
通
安
全
運
動
は
節

目
に
過
ぎ
な

い
っ
皆
さ
ん

は
、
毎
日
が
交
通
安
全
運

動
期
間
だ
と

い
う
心
構
え

で
臨
ん
で
欲
し

い
」
と
あ

い
さ

つ
．
引
き
続
き
、
十

三
保
育
所
母
の
会
副
会
長

の
小
倉
英
子
さ
ん
が
大
会

宣
言
を
読
み
上
げ
、
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
種
団

体
が
交
通
死
亡
事
故
の
撲

減
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨

生
し
た
交
通
事
故
で
少
年
二
人
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
千
五
百
日
の
記
録
が
日
前
に

し
て
途
切
れ
、
そ
れ
以
後
も
市
浦
村

内
で
三
件

の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
な
ど
、
私
た
ち
は
い
つ
事

故
の
当
事
者
に
な

っ
て
も
お
か
し
く

な

い
状
況
で
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た

各
種
団
体

の
活
動
も
村
民

一
人

一
人

の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
を
結
ぶ
こ
と

み
な
さ
ん
も
今

一
度
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
な
お
し
て
み
て
は
い
か
が

393-
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八
月
八
日
、
今
年
で
三
回
目
と
な

る

「姫
神
　
奥
津
軽
十
三
湖

コ
ン
サ

ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
は
も
ち

客
が
集
ま
り
ま
し
た
６

今
回
の
テ
ー
マ
は

「縄
文

（三
内

九
山
）
か
Ｌ
中
世
（十
三
湊
）
へ
」
。
姫

神
　
星
さ
ん
の
十
三
湊
、
安
藤

（東
）

氏

へ
の
想

い
が
音
と
光
に
姿
を
変
え
、

十
三
湖
の
湖
上
に
設
置
さ
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル

「東
日
流
衆
」ｎ

前
回
、
前
々
回
に
引
き
続
き
三
回
目

の
出
演
と
あ
っ
て
演
奏
は
も
ち
ろ
ん
、

″魅
せ
る
″
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
見
事
に
大
役
を
果
た
し
、

い
よ
い
よ
コ
ン
サ
ー
ト
本
編
へ
．

国
境
を
越
え
て
集
ま
っ
た
数
々
の

共
演
者
も
姫
神
コ
ン
サ
ー
ト
の
魅
力

の
一
つ
で
す
が
、
今
回
も
多
く
の
共

演
者
が
登
場
し
ま
し
た
。

演
劇
サ
ー
ク
ル

「阿
蘇
部
族
」
に

よ
る

「安
藤
（東
）物
語
」
は
三
部
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
義
経
の
北
方
伝

説
、
北
前
船
と
弁
財
衆
、
興
国
元
年

の
大
津
波
な
ど
と
い
っ
た
十
三
湖
に

一打
楽
器
）な
ど
、
多
く
め
魅
力
的
な

共
演
者
が
ス
テ
ー
ジ
を
晨

――
上
げ
、

ク
ラ
ィ

マ
ッ
ク
ス
は
村
内
各
小
学
校

よ
る
合
唱
曲

「
晨
か
ら
」

そ
し
て
姫

神

の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
が

一
体
と

な

っ
た
ス
テ
ー
ジ
に
コ
ン
サ
ー
ト
終

了
後
、
観
客
か
ら
惜
し
み
な

い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
「

レ
市
浦
村
と
上
ノ
国
町
の
小
学
生

は

「
涙
か
ら
」
を
合
唱

ー

０
ロ

第

一
〇
九
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
六
月
十
二
日
午
後
四
時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
今
回
の
受
験

者
数
は
三
十
四
名
で
合
格
者
は
次
の

▽
二
級
　
竹
谷
知
佳
、
村
元
繭
美

一辻
分
珠
算
塾
）

▽
三
級
　
川
内
聡
美
、
山
田
裕
志

（辻
分
珠
算
塾
一棟
方
亮
伍
、

近
藤
祥
平
（浦
田
塾
）

▽
四
級
　
佐
々
木
麻
里
絵

（辻
分
珠

算
塾
）

▽
五
級
　
一勝
田
嗣
門
（辻
分
珠
算
塾
）

▽
六
級
　
小
山
内
理
佳
子
、
櫛
引
良

太

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
七
級
　
田
中
未
久
、
石
岡
麻
由
子
、

石
岡
奈
未
司

（辻
分
珠
算

塾
）
本
荘
志
織
、
越
谷
め

ぐ
み
、
武
田
和
（浦
田
塾
一

▽
八
級
　
長
尾
南
、
渡

田
芽
里
、
近

藤
佑
人
、
新
岡
歩
美

（浦

田
塾
）

▽
九
級
　
飯
島
大
貴

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
十
級
　
若
山
和
希

（浦
田
塾
）

-393
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八
月
十
六
日
と
二
十
日
の
二
日
間
、
相
内
地
区
で

「夏
彩
祭
　
ね
ぶ
た

ま
つ
り
と
坊
様
お
ど
り
」
が
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
ま

つ
り
は
、
商
工
会
青
年

部
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
さ
れ
た
も

「坊
様
お
ど
り
」
な
ど
、
相
内
の
夏

ま

つ
り

の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
そ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ね
ぶ
た

運
行
は
十
六
日
、
二
十
日
両
日
と
も

夕
方
に
役
場
前
を
出
発
。
相
内
婦
人

会
に
よ
る

「し
う
ら
音
頭
」
の

流
し
踊
り
を
先
頭
に
、
相
内
地

ね
ぷ
た
　
人
形
ね
ぶ
た
が
練
り

ま

つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ

る
本
町
は
、
金
木
警
察
署
管
内

で
は
初
め
て
の
試
み
と
な

っ
た

歩
行
者
天
国
が
実
施
さ
れ
、
盆

踊
り
大
会
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

ど
が
開
催
さ
れ
大
に
ぎ
わ

い
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
最
後
の
力
を
ふ

ぱ

い
ハ
ネ
、
参
加
者
は
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
ま

つ
り
に
つ
い
て
、

商
工
会
青
年
部
長
の
成
田
武
司
さ
ん

に
よ
る
と
、
天
■
回
は
歩
行
者
天
国

を
含
め
、
初
め
て
の
試
み
の
部
分
が

多
か

っ
た
の
で
相
内
を
会
場
と
し
ま

し
た
が
、
次
回
か
ら
は
地
域
を
問
わ

ず
に
市
浦
村
内
を
回
り
、
感
動
を
与

え
た
い
」
と
今
後
の
ま

つ
り
に
つ
い

＞
盆
踊
り
大
会
は
、
太
田
地
区
よ
り

仮
装
し
て
参
加
す
る
人
も
登
場
。

く
ね
ぶ
た
囃
子
に
は
脇
元
氏
子
青
年

毎 日遅 くまでねぶた愛好会による修繕作業が行われたおかげで

▲本町は歩行者天国へと変身。約500人 が参加 しました。
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晶
蠅
閻
引

結
成
六
月
二
十
二
日
甲

教
育
に
関
し
、
様

々
な
問
題
が
取

り
ぎ
た
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
．
青

少
年
を
健
全
に
育
む
た
め
の
環
境
や
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
作
る
た
め
、

ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、
家
庭

学
校

地
域
社
会
が
連
携
す
る
こ
と
．
地
域

に
お
け
る
青
少
年

の
学
校
外
活
動
を

す
す
め
、
か

つ
、
実
効
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
の
体
制
を
地
域
社
会
に
整

備
す
る
こ
と
。
こ
の
二
点
を
趣
旨
と

す
る
県
の
委
託
を
受
け
て
市
浦
村
の

小
学
校
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、

そ
の
た
め
の
連
絡
協
議
会
が
さ
る
六

月
二
十
二
日
に
発
足
し
ま
し
た
ｎ

（今
年
は
二
校
が
対
象
）

◆
協
議
会
構
成

メ
ン
バ

！

一
、
市
浦
村
教
育
委
員
会
教
育
長

二
、
相
内
小
学
校
長

四
、
脇
元
小
学
校
長

九
、
西
北
教
育
事
務
所

王
任
社
会
教
育
工
事

◆
事
務
局

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

◆
事
業
名

『地
域
教
育
活
性
化
セ
ン
タ
ー

活
動
推
進
事
業
』

∩
圏
団
目
圏
０

●
目
　
　
的

学
校
と
の
連
携

の
下
に
、
家
庭
や

地
域
社
会
が
積
極
的

に
役
割
を
担

っ

●
実

施

校
　
脇
元
小
学
校

●
事

業

名

『
ゆ

っ
た
り
、
の
び
の
び
体
駿
事
業
』

●
活
動
内
容

野
菜
の
裁
培

サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

陶
芸
実
習

（も
や
焼
）

和
太
鼓

小
馬
踊
り
　
植
物
観
察
な
ど

Ｑ

園

園

圏

閣

□

●
目
　
　
的

学
校
外
活
動

の
指
導
に

小
さ
わ
し

い
技
能
を
有
す
る
地
域
の
人
材
の
協

力
を
得
て
、
継
続
的
　
日
常
的
な
学

校
外
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

●
実

施

校

『
い
き

い
き
、
さ
わ
や
か
交
流
事
業
』

●
活
動
内
容

野
菜
栽
培

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

絵
作
り
　
和
太
鼓
教
室
　
地
引
網
体

験
　
し
め
縄
作
り
　
な
ど

市
浦
村
教
育
委
員
会

▼
電
話
番
号

市
浦
村
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭

・
学
校

・
地
域
社
会
の
連
携
の
下

で
学
校
外
活
動
に
関
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
を
健
全

に
育
む
た
め
の
環
境
や
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
創
り
、
地
域
の
教
育

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
の
事
業
を
県
よ
り
委
託
を

受
け
て
、
村
内
小
学
校
四
校
を
二
校
ず

つ
、
十
年
度

。
十

一
年
度
の
二

ヶ
年
度
に
わ
た
り
左
記
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

友
好
町
村
だ
よ
り
④

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
開
催

～
天
を
焦
が
す
神
火
は
大
地
の
民
を
暖
か
く
包
む
～

▲夜空を焦がす「天」の火文字
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戦
名
に
つ
い
て

>83く

∠
、

レ

『前
太
平
記
』
所
収

清
衡
、
奥
州
を
手
中
に
す
る

(18)

と
、
家
衡

の
没
落
を
予
言
し
た
こ
と
、
飢
寒

わ
が
市
浦
村
と
の
関
係

水
保
三
年

（
一
〇
八
三
）
の
秋
、
義
家
が

再
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
日
ご
と

に
上
馬

り
ご
と
義
家
に
莫
大

の
贈
り
物
を
し
て
い
ま

の
が
有
名
で
す
。
「
羽
」

（鷲
か
鷹
の
羽
）
や

「あ
ざ
ら
し
Ｌ
皮
）
は
蝦
夷
島

（現
北
海
道
）

や
樺
太

⌒現
サ

ハ
リ
ン
）
お
よ
び
そ
の
対
岸

私
の
持
説
で
す
。
こ
の
意
味
に
於

い
て

「
後

三
年
の
役
」
は
わ
が
市
浦
村
の
歴
史
研
究
に

す
。
以
下

『市
浦
村
史
」
第
弐
巻
参
照
。
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……車婿す0堡証制瞑。…"
市浦ホ」では青森県信用保証協会

と、中小企業者の事業資金にかか

る借入を円滑にするため、次の特

別保証制度を実施 しています。

無担保保証の場合は、保証料率

を更に005%引 下げ し、負担の軽

減を図るとともに、地元企業者の

ご利用 しやすい制度として、きめ

細かな対応をしてい くことになっ

ています。大いにご利用 ください。

特別保証制度

>項  目 ○ 簡易小口資金
>保証金額 750万 円

>期  間 5年 以内

>貸付利率 年率400%以 内

>保 証 オ斗 年率085%(080%)
>そ の 他 ベンチャー企業の保

証料は村が全額負担

( )は無担保保証の料率です D

●無担保、無保証人制度も扱って

います。この場合の保証料率は

068%と 一層引下けした取扱い

となっています。

>お 問い合わせ先

役場経済観光課

>電話番号

燃やせるこみの一部が
有料となります

工場、 会社、 スー パー、デパ ー ト、商店 な どか ら西部

ク リーンセ ンター に直接 搬入す るこみ 、廃棄 物収集 業者

に運 搬 を依 頼 して いる事 業系 ごみ、一般 家庭 か ら直接 ク

リー ンセン ターに搬入す るこみ は、

か ら有料にな ります。

●各市 町村が 定期的 に収集 して

いる一般家庭の燃 やせ る こみ

は無 料です。

●こみ の減量、 リサ イクル の推

進 に こ協力 をお願 い します。

>お 問い合わせ先

役場住民福祉課

>電 話番号

や
プ
ー
ル
を
思

い
う
か

へ
が
ち
で
す

が
水
に
よ
る
事
故
は
水
泳
中
だ
け
に

達
の
日
常
生
活
の
中
に
も
、
水
に
よ

す
¨
水
の
あ
る
と
こ
ろ
、
必
ず
事
故

の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

こ
ん
な
と

こ
ろ
が
要
注
意

◎
家
庭
内

好
奇
心
と
行
動
力
の
か
た
ま
り
で

あ
る
乳
幼
児
の
事
故
は
、
周
囲
の
大

人
が
気
を
配

っ
て
、
予
防
す
る
以
外

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
は
、

体
に
く
わ
べ
頭
が
大
き
く
、
力
も
弱

い
の
で
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
頭
か
ら
落

ち
込
む
と
自
分
で
は
な
か
な
か
起
き

上
が
れ
ま
せ
ん
。

コ
ッ
プ

一
杯

（鼻

と
口
を
お
お
う
だ
け
）
の
水
が
あ
れ

ば
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
事
故
は
お

こ
り
え
る
の
で
す
。
乳
幼
児
の
身
に

な

っ
て
家
庭
内
を
み
な
お
す
必
要
が

☆
使
用
中
の
洗
濯
機

☆
洗
面
所
、
便
所

☆
水
の
入
っ
て
い
る
パ
ケ
ツ
や
タ
ラ
イ

―
―

も
し
も

の
時

に

―
―

も
し
も
家
族
の
人
が
急
に
倒
れ
た

も
し
も
の
時
に
備
え
て
『救
急
法
』

消
防
署
で
は
救
急
法
を
指
導
し
て

担
当
　
救
急
救
助
係
　
一二
浦
、
笹
山

-394



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成10.8.3現 在

支払 っ

一定額が

新規学卒者求人受付

公共職業安定所では、平成H年
3月 に高等学校を事業する人を対

象とした求人を受け付けてお りま

す。新規学卒者の地元雇用の促進

と企業活性化のため、事業主の皆

さんは、早期の求人票提出にご協

力をお願いします。

各種雇用関係助成金の拡充

公共職業安定所の紹介により、

45歳以上の求職者を常用労働者と

して雇い入れた場合、「特定求職

者雇用開発助成金」制度により、

助成金を受けられることになりま

また、事業所を設置または整備

し、常用労働者を雇い入れる場合

に受けられる「地域雇用開発助成

金」や指定業種に属する事業主が

景気の変動などに伴って休業、教

育訓練などを行った場合に受けら

れる「雇用調整助成金」について

も、助成率が引き上げられました。
)お 問い合わせ先

五所川原公共職業安定所

>電話番号IT E,|‐ |■ |

相   内 成田経 済観光課長

太  田 古川議 会事務局長

脇  元 桑 野 企 画 財 政 課 長

磯   松 松 江 総 務 課 長

十   三 中 居 建 設 課 長

県内の交通事故‐概況
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あなたの健診結果
どうでしたか

～ 病態 FIJ料理教室に生かす ～

病蓄別料理黎勲雉細|う■|

☆期 日  9月 17日

☆内 容  糖尿病について

☆時 間  9:30～ 14:30

☆場 所  市浦村コミュニテイセンター

(調理室)

☆対 象  4月 の基本健診で r要指導Jの頂

目があつた方

料理作りに興味がある方

☆講 師  安 保 省 武 栄養士

◎送迎もあります。

詳しいことは、役場住民福祉課健康管理課ま

で こ連絡下さ い。

)電話晉号  62-2111

今
年
も
、
例
年
に
続
き

『病
態
別

料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
覧
も
し
く
は
、
衛
生
ご
よ
み
で
も
、

日
に
し
て
い
る
方
も
あ
る
と
思

い
ま

『病
態
別
料
理
教
室
』
と
、
並
ん

だ
漢
字
を
目
に
す
る
と
難
し
そ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
し
ま
せ
ん
か
。
実
際
に

は
そ
の
よ
う
な
感
じ
は
な
く
、
参
加

ガ
ヤ
と
楽
し
く
行

っ
て
い
る
料
理
教

そ
の
内
容
は
、
病
気
別
に
区
分
け

し
、
開
催
す
る
も

の
で
、
栄
養
士
に

よ
る

″気
を

つ
け
た

い
ポ
ィ
ン
ト
″

今
年
の
総
合
健
診
コ

日
ド

ッ
ク
』

の
結
果
で
目
立

っ
て
い
た
の
は
、
や

は
り
①
高
脂
血
症
②
肝
臓
病

（特
に

男
性
）
③
腎
臓
病
で
し
た
。

①
も
②
も
、
結
果
が
気
に
な

っ
た

人
、
自
分
で
は
な

い
け
ど
、
そ
う

い

え
ば
家
族
が
　
と

い
う
人
は

い
ま
せ

健
診
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
結
果
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が

健
康
な
体

へ
と

つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
生
活
の
中
で

一
番

重
要
な
部
分
を
占
め
て

い
る

の
が

″食
事
″
で
す
。
ま
だ
、
病
気
に
な

る
前
の
予
防
の
方
法
と
し
て
、
食
事

で
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
す
る
点
を
、

私
達
と

一
緒
に
楽
し
く
学
習
し
ま
せ

小 村 坂 岩 亀 及 笹 下 大 島 秋 山 加 佐

愛 十 埼 相 十 岩 青 太 平 相 桂 岩 中 相

知 三 玉 内 三 手 森 田 賀 内 川 木 里 内

尾曇鵞堡レ量項レ墨
婚 箱 牢 箱 脇 脇 輛 醗

生

仁 彦 也 一 敏 紀 和

古 工 三 奈 山 工 葛 三 岩 中 三
萬 渋 高 葛 久 藤 室 豊

ぉ  
谷 谷 橋 西 田 田 井 島

く 静 直 明 辰 浩 裕 千 好

=子

樹 美 治 美 樹 香 幸

⌒十
　
　
一こ

（東
　
　
一塁

（磯
　
　
松
）

（茨
　
　
城
）

⌒脇
　
　
一匹

（五
所
川
原
）

（五
所
川
原
）

（脇
　
　
一匹９０

歳
８０
歳

９‐
歳

８０
歳

９５
歳

８５
歳

９４
歳

６５
歳

８３
歳

７５
歳

コ
ー
ド
の
接
続
に
は

コ
ー
ド
接
続
器
を
使
い
ま
し
ょ
う

動
東
北
電
気
保
安
協
会


